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さて、母音の内在特性には、intrinsic F0、intrinsic duration、intrinsic intensity があるが、
それらは、母音それぞれが内在的に備えている基本周波数、持続時間長、物理的強度の
特性のことである。 



























/a,e,i,a,o,u,o,u/ 3を挿入して作った 16 通りの無意味語である。一方、キャリアーセン
テンスの/ordd…esn u ua/(日本語訳：オイラトに…という語はない)を用意した。
これに、分析語を挿入し、キャリアーセンテンスごとカードにトド 4文字で記入した。 
 録音は、ランダム配列にした 16 枚のカード呈示した資料を一枚一枚めくりながら読み
進めるという形をとった。録音に先立ち、インフォーマントには読み上げる練習を数回





 DAT（SONY 社製、DAT TCD-D100）に録音された分析資料は、Cool Edit 上で一つずつ
切り分け、サンプリングレート 48kHz、量子化 16bit で WAWE ファイルとして保存した。
解析の際、データを 8kHz にダウンサンプリングしている。 
 音声資料を、Multi-Speech 上で解析した。フォルマントは、広帯域スペクトログラムに




3 /a,e,i,a,o,u,o,u/と/a,e,i,a,o,u,o,u/の 16 音素を認めるという点では、諸家の意見が一致している。チョジ
ンジャブ（1959）、ト·ブラガ（2005）、トヤー（2007）参照。 
4 トド文字は、中国新彊ウイグル自治区のモンゴル族に使用されている文字である。 
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よる視察と最大音圧点での LPC Frequency Response による算出を併用して測定した。F0






4.1  フォルマント 
 表１に、短母音と長母音におけるフォルマント値（加算平均値）を示す。単位は、Hz
である。また、値を再配列した音響ダイアグラムを図１に呈示する。短母音は○、長母
音は●でそれぞれ示している。上段は縦軸に F3 を、下段は縦軸に F1 をとり、両者とも
横軸に F2 をとっている。なお、軸はすべて対数スケールで示した。 
 
表 1:母音におけるフォルマント値（Hz） 
短母音 F1:M        (SD) F2:M        (SD) F3:M        (SD) 
bab  756       (18.5) 1205        (34.5) 2611       (86.5) 
beb  406       (11.6) 2082        (32.7) 2792       (39.7) 
bib 298       (9.1) 2143        (60.7) 2937       (51.0) 
bab  672       (15.9) 1738        (71.2) 2786       (32.2) 
bob  480       (23.6)  889        (20.5) 2586       (95.3) 
bub  356       (19.5) 818        (26.1) 2455       (50.5) 
bob  412       (26.7) 1660        (60.1) 2522       (36.3) 
bub  307       (17.4) 1710        (13.0) 2382       (61.2) 
長母音 F1:M        (SD) F2:M        (SD) F3:M        (SD) 
bab  794       (34.3) 1223        (21.6) 2659       (70.5) 
beb  384       (14.2) 2134        (27.8) 2899       (37.9) 
bib 288       (16.5) 2242        (32.4) 3095       (42.6) 
bab  704       (10.1) 1859        (18.9) 2838       (20.9) 
bob 473       (21.3) 868        (20.2) 2668       (89.8) 
bub  345       (28.7)  745        (12.5) 2436       (67.1) 
bob  438       (17.2) 1719        (17.2) 2545       (73.3) 
bub  305       (30.1) 1778        (10.3) 2402       (39.7) 
  
図１に呈示した音響ダイアグラムは、ほぼ母音チャートに相当するものである。記述
の便宜上、図１のF1-F2 図における分布をおよそ 4 等分し、母音チャートの開口度クラス
に分けて示している。表１と図 1 に示されているとおり、トルグート方言は、対応の短
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 表２に、短母音と長母音における F0（加算平均値）を呈示した。単位は、Hz である。
また、表２における短母音および長母音それぞれの値をグラフ化し、図 2a と図 2b のよ
うに示した。なお、表の中の M は加算平均値、SD は標準偏差値を示す（以下同様）。 
表 2:母音の基本周波数（Hz） 
短母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
F0:M 135.5 138.7 144.7 135 140.7 144.7 142.0 150.9 
SD 5.4 2.6 6.2 1.9 1.4 5.0 2.3 7.6 
長母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
F0:M 134.9 131.1 146.3 133.2 142.7 144.4 140.3 158.7 













bib bab bab beb bub bub bob bob
 
    図 2a：短母音における基本周波数      図 2b：長母音における基本周波数 
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図 2a~2b を見ると、基本周波数の特徴として、いずれにおいても、狭母音の方が非狭
母音よりも F0 が高い傾向にあることが読み取れる。これは、他の言語で行われた先行研


























短母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
duration:M 95.6 91.6 63.4 111.2 103.2 72.4 94.7 67.8 
SD 8.4 5 7.1 13.2 16.8 11.1 3.9 4.1 
長母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
duration:M 175.7 163 133.3 181 179.2 140.7 178.2 135.2 
SD 4.7 6.3 8.1 10.1 10.8 12.1 17.2 9.8 
                                              
7 ここにあげている狭·非狭のクラス分けは、円唇母音（/u,u,o,o/、/u,u,o,o/）、非円唇母音（/i,e,a,a/、
/i,e,a,a/）それぞれの内部に再分けをした相対的な分類である。 
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短母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
最大値:M 71.9 70.9 66.7 75.1 72.7 72 73.5 70.9 
SD 1.6 0.8 1.4 1.3 0.4 0.7 1.7 1.1 
長母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
最大値:M 72.9 69.4 66.8 75.8 74.2 71.4 75.8 72.1 
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表５：母音におけるインテンシティの平均値（dB） 
短母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
平均値:M 68.2 67.9 63.5 71.9 69.7 69.1 70.3 67.9 
SD 1.4 1.3 1.7 0.7 0.5 0.9 1.4 1.4 
長母音 bab beb bib bab bob bub bob bub 
平均値:M 70.9 67.8 65 73.5 71.4 69.5 72.6 69.8 























bab bab beb bib bob bub bob bub
 

















































図 6a: 母音における持続時間長と物理的強度との相関散布図 
  
図 6 からわかるように、右上側に分布している非狭母音（黒系の記号）は一般的には狭母
                                              
8 本稿では、トルコ語の母音における持続時間長と物理的強度を相関的に扱った福盛貴弘（1999）の研究方
法を踏襲している。 
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